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また、気象庁観測点一覧は以下のとおりである。 

 

＜観測点一覧表＞ 

測器種類 地点名 位置 備考 

緯度 

(度 分) 

経度 

(度 分) 

標高 

(m) 

設置高 

(m) 

 

地震計 硫黄沢 43 27.65 142 39.16 763 0 短周期 

避難小屋東 43 25.96 142 40.15 1355 -2 短周期 

摺鉢火口 43 25.94 142 40.84 1685 0 短周期 

グラウンド火口西 43 25.45 142 40.70 1740 0 短周期 

望岳台 43 26.92 142 39.01 919 -98 短周期 

翁温泉 43 25.18 142 37.83 1001 -98 短周期 

上ホロ避難小屋 43 24.43 142 40.49 1828 0 短周期 

グラウンド火口東 43 25.50 142 41.13 1814 -1 広帯域 

空振計 白金温泉 43 28.6 142 38.4 669 9 
 

避難小屋 43 26.0 142 40.1 1323 4 
 

望岳台 43 26.9 142 39.0 919 3 
 

翁温泉 43 25.2 142 37.8 1001 4 
 

監視カメラ 白金模範牧場 43 29.8 142 38.5 714 5 可視 

避難小屋南東 43 26.0 142 40.1 1330 4 可視、 

熱映像 

ＧＮＳＳ 湯の滝 43 23.0 142 45.2 855 5 
 

望岳台 43 26.9 142 39.0 919 4 
 

翁温泉 43 25.2 142 37.8 1001 12 
 

上ホロ避難小屋 43 24.4 142 40.5 1828 4 
 

避難小屋 43 26.0 142 40.1 1327 4 
 

摺鉢火口２ 43 25.9 142 40.8 1694 4 
 

傾斜計 望岳台 43 26.9 142 39.0 919 -98 
 

翁温泉 43 25.2 142 37.8 1001 -98 
 

摺鉢火口３ 43 25.9 142 40.9 1685 -15 
 

 

出典：気象庁ホームページ 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sapporo/108_Tokachi/108_kansokuten.htm） 
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② 噴火警戒レベルの運用について 

十勝岳では、平成 20 年 12 月から噴火警戒レベルの運用を開始している。 

＜噴火警戒レベルリーフレット＞ 
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出典：気象庁ホームページ 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/keikailevel.html） 
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③ 火山防災マップ等の整備 

十勝岳では、1985 年のネバドデルルイスの噴火を契機に、1986 年に美瑛町・上富良野町が北

海道大学の火山専門家の協力のもと、火山防災マップを初めて作成している。 

その後、平成 14 年 6 月に美瑛町が新な火山防災マップを作成して以降、定期的に見直しがされ

ており、最近では、上富良野町が平成 28 年３月に、美瑛町が平成 27 年３月にそれぞれ改定し住

民に配布している。 

十勝岳の火山防災マップの特徴として、積雪期のみを前提としたハザードが示されていること

と、融雪型火山泥流の到達想定時間が記載されている。 

 

＜美瑛町 防災ガイドブック（一部抜粋）＞ 

出典：美瑛町「美瑛町防災ガイドブック」 
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＜上富良野町 十勝岳火山防災マップ-融雪泥流影響区域図＞ 

出典：上富良野町ホームページ「十勝岳火山防災マップ」 

（http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/index.php?id=73） 

④ 十勝岳望岳台防災シェルターの設置 

平成 28 年 10 月に、十勝岳登山へのアクセス拠点にもなっている十勝岳望岳台に「十勝岳望岳
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台防災シェルター」が設置された。 

このシェルターは、突発的な噴火による噴石から身を守る緊急避難施設として機能するほか、

非常品や食料などの備蓄、非常用発電機の設置などがされており、即時救出が困難な場合には、

一時滞在施設としての機能を兼ね備えている。 

トイレ、避難スペースは 24 時間開放され、大型モニターによる火山の監視映像や火山活動・気

象情報等の表示による情報発信も行っている。なお、日中は管理人が滞在している。 

 

＜シェルターの外観と内部の様子＞ 

出典：美瑛町ホームページ 

（https://www.town.biei.hokkaido.jp/emergency/tokachidake.html） 

⑤ 合同調査観測登山 

平成 28 年 6 月に、札幌管区気象台の調査観測登山に協議会が同行し、合同調査観測登山を実施

した。 

合同調査観測登山では、札幌管区気象台や旭川地方気象台の職員のほか上富良野町職員などの

協議会関係者約 90 人が参加した。90 年前に死者・行方不明者 144 人の被害を出した噴火時の火

口を視察し、旭川地方気象台の職員が過去の噴火の場所や状況、地殻の振動や地熱を計測する機

器について説明を行うなど、十勝岳の知識や観測体制への理解を深めた。  
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⑥ 美瑛町での十勝岳防災学習教室 

毎年、旭川地方気象台や北海道開発局、北海道大学等による小中学生を対象とした防災学習教

室が、美瑛町で行われている。 

この防災学習教室では、十勝岳の火山活動や防災について学ぶことにより、火山と共生する能

力の向上を目的に行われている。小中学生は、実際の噴火時の現象についての実験や観測機器や

泥流センサーの説明、十勝岳の見学といったフィールドワークなどを行い、小中学生の十勝岳の

知識や防災意識が育まれている。 

 

＜防災学習教室の様子＞ 

出典：美瑛町広報誌「丘のまち びえい」2013 年 10 月号より抜粋 
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⑦ 十勝岳火山砂防シンポジウム 

平成 29 年 1 月に美瑛町で、美瑛町・上富良野町・北海道開発局旭川開発建設部・北海道上川総

合振興局が主催となり、十勝岳火山砂防シンポジウムが開催された。 

このシンポジウムは、大正泥流から 90 年という節目の年を越えた機会に、我が国の火山災害と

その対応を学び、大正泥流の教訓や十勝岳火山砂防の意義を改めて認識した上で、火山と共生す

る地域のさらなる発展に向けた意見交換を行うことを目的に開催された。 

＜十勝岳火山砂防シンポジウムポスター＞ 

出典：美瑛町ホームページ 

（https://www.town.biei.hokkaido.jp/administration/koho/news/kazan_symposium.html） 
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⑧ 十勝岳山麓ジオパーク構想 

美瑛町・上富良野町が、平成 27 年 4 月から十勝岳山麓ジオパーク推進協議会を発足し、日本ジ

オパークの認定を目指している。 

構想テーマとして「十勝岳泥流のつめ痕に北の大地を切り拓く」を掲げ、「北海道の屋根十勝岳

ものがたり」、「大地に育まれた火山と共生する美しい丘のまち」、「十勝岳泥流のつめ痕に北の大

地を切り拓く」の３つのジオストーリーで構成されている。 

推進協議会としても、防災教育部会や産業部会などを定期的に開催し、作業を進めているほか、

ジオパークフォーラムへの参加、美瑛町、上富良野町ホームページや Facebook・Twitter も活用

し、情報発信などを行っている。 

 

＜十勝岳山麓ジオパーク構想のロゴとポスター＞ 

出典：上富良野町ホームページ 

（http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/index.php?id=1780） 


